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SS(スタッフサポート)チーム
設備や修理など何でもご相談下さい。

クラークチーム
患者さま、ご家族に寄り添って病棟事務を行っています。

マネジャーリーダー
SM 部長RSS（リハビリスケジュールサポート）チーム

入院患者のリハビリスケジュールはお任せ下さい。

CS（カスタマーサポート）チーム
総合受付・外来受付・会計など病院の顔です。

部門紹介
サポート部

摂食嚥下障害がある
方への取り組み紹介

「美味しくなければダメ」を
モットーに食べる意欲につながる
食事提供をしています

当院には、脳卒中の後遺症や加齢等により、食べること・飲み込むことに障害（摂食・嚥下障害）がある患者さんが多く入
院されます。これらの患者さんに、必要なリハビリテーションを行うことで食べる力を回復し、再び食べる喜びを取り
戻していただけるようサポートしています。食べるためのリハビリテーションには、食物を用いない間接的リハビリ
訓練と実際に食べ物を食べる直接的リハビリ訓練があります。直接的リハビリ訓練の効果を上げるために、栄養部で
は食の面からサポートできるよう取り組んでいます。

患者さんの摂食嚥下機能の回復状況
に合わせて、6段階の食形態（開始食、
嚥下訓練食2種類、ソフト食、軟菜食、
常菜食）を用意しています。

嚥下訓練食・ソフト食は、プロテイン
パウダーやオイルを加えるなど、量
を増やさず栄養が摂れる工夫をして
います。

すべての患者さんへ個別の栄養管理
計画をたて、体力アップを図ります。

自宅に帰ってから食事準備に困らな
いよう食事指導を行います。

栄 養 部

取り組み❶ 取り組み❷ 取り組み❸ 取り組み❹

常食 ソフト食 嚥下食

当院の事務部門である「サポート部」には4つのチームがあります。
患者さま、ご家族さま、職員が安心して過ごせるように病院の縁の下の力もちと
なり、色々なことを「サポート」いたします。
院内で見かけましたらお気軽にお声掛けください！

通所の送迎ドライバーです。

外来診察室にて
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院長の梅津です。
最近になり朝晩はすっかり肌寒くなりましたが、日
中はまだ日差しが肌を刺す日もあり、衣服の選択
に悩む昨今です。新型コロナ第7波は、対策が次々
と緩和され、終息しつつあるとの見方が優勢になっ
ています。しかし当院における第７波は最近の天
気予報風に表現すると、これまでに経験したこと
のない甚大な感染拡大をもたらしました。ある病
棟では患者さん、職員合わせて30人の大規模な
クラスターとなり、新規入院、リハビリ、入浴や
食堂での食事提供、など主要なサービスを中止せ
ざるを得なくなりました。ようやく一つの病棟が落
ち着くと、次は別の病棟で陽性者が発生、この繰
り返しでした。
感染対策が思うように成果を上げないと、原因を
人のせいにしたくなる。職員が隠れて宴会をした
のではないか、友人同士で旅行に出かけたのでは
ないか、などの妄想が次々と生まれてきます。し
かし、慣れないN95マスクをつけての病棟業務
で文字通り汗を流し、顔に褥瘡ができそうになっ
たスタッフの笑顔や、ケアワーカーが不足したた
めに経験したことのない夜勤を急遽依頼され、快
く応じるリハスタッフの姿を見ると、妄想を抱いた
自分が恥ずかしくなります。いろいろ反省の多い
1ヵ月間でした。
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パジャマ 普段着

衣類レンタル始めました！ぜひご活用ください！
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衣類レンタルサービス
ご利用いただけます。▶色は２色（ベージュ・ブルー） ▶上は4色（グリーン・ブルー・ピンク・ブラック）

▶下は3色（チャコール・ベージュ・濃紺）と
　色の種類も豊富。

・ご自身で衣類の準備不要
・洗濯の必要もないので
  とにかく楽
・入院時の荷物も減ります
・汚れても交換できます

上下の組み合わせは自由です。

こんな
メリットが
あります！

・ご自身で衣類の準備不要
・洗濯の必要もないので
  とにかく楽
・入院時の荷物も減ります
・汚れても交換できます

歯科診療のご案内
　歯科室では入院患者様を対象に、市内の３つの歯科
医院が週に 1, 2 回病院訪問し、歯科診療を行ってお
ります。入院中リハビリなどで大変な日々をお過ごし
の中で、わざわざ歯科診療を受ける必要があるのか？
退院した後でもいいのでは？と感じる方も多いかと思
います。しかし、入院中や病気を契機に口の中の状況
が悪化し、後悔の言葉を聞くことが日々の診療をして
いく中で多くあります。そのような事態を少しでも減
らせるように、患者様と病院スタッフの皆様のお力に
なれたら幸いと思っております。
　口腔内を清潔に保つことで誤嚥性肺炎を予防し、歯
周病の改善で血管障害の軽減を期待して、口腔機能

改善で体力の早期回復を達成することを考えておりま
す。歯科の介入をさせていただくことで、その時間だ
けでも口の中の環境に目を向けるきっかけになってい
ただければ幸いです。
　特に食に対して力をいれている調理師の方達の工
夫されている料理の数々、食べて味わっていただける
のもリハビリの一つで体力を回復する意味が大きいと
思います。噛む、食べるは健康な体を維持する上で大
切なことの一つだと考え、病院スタッフと共に、噛む、
食べる。皆さんの健康づくりの手助けができればと、
我々歯科室一同日々、診療しておりますので、皆さん
今後ともよろしくお願い致します。

エバト歯科　江波戸 寛 先生 野口歯科　野口 隆司 先生　 さざんか歯科　飯嶋 和斗 先生

水曜日
担当

火曜日
担当

月・木曜日
担当
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靴・杖の選定も行ってます！！LSSにお任せください

靴 杖

靴・杖の選定も行ってます！！LSSにお任せください！！

当院で使用する車いす紹介
当院では、入院中のリハビリテーションで変化していく身体の状態に合わせて、
患者さま1人1人に合うよう車いすを調整し、提供しております。入院中はもちろ
ん、退院後の在宅生活もサポートし、効果的なリハビリテーション支援、高質な
退院後の生活支援を提供しております。なお患者さまの費用負担はありません。

（株式会社ライフステップサービスと業務提携し、必要な車いすを準備します。）

長時間座っていることが難しい
場合、リクライニング式の車いす
を提供致します。

座ることができるようになると、
立ち上がり、車いす駆動などがし
やすいように背もたれやシート
を調整して提供致します。

長時間座っていることが難しい

入院時

座ることができるようになると、

リハ1～2カ月

横幅が８０cm 
最大重量300kgまで
※世間一般的な
車いすは
40cmです

杖を使って歩けるようになると、
一人一人に合わせ靴や杖も選定
致します。
退院後の自宅の環境相談も受
け付けております。

退院時

車いすは
40cmです

杖を使って歩けるようになると、

退院時

入院後の車いす使用一例

こんな車いすもあります体に合わせて調整した当院の車いすを使うと一般的な車いす

け付けております
ライフステップサービス
LSSです。1階入口にいます。


